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20

0.00 0.00 0 0

別紙様式‐１

人孔番号
(4桁)

人孔種別 人孔深 調査方法

調　　査　　総　　括　　表　(調査不可以外)

上　流　人　孔 管　　き　　ょ 下　流　人　孔

人孔番号
(4桁)

人孔種別 人孔深
流下優先

(2桁)

頁　　　　計

管きょ延長 管本数 取付管数 DVD番号 下流土被り
区画番号

(6桁)
上流土被り 管　種 内径高さ 上巾 下巾 人孔間延長No.

区画番号
(6桁)



No.：

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

0.00 0.00 0 0

調査方法

別紙様式‐２

区画番号
(6桁)

人孔番号
(4桁)

人孔種別 人孔深

調　　査　　総　　括　　表　(調査不可のみ)

上　流　人　孔 管　　き　　ょ 下　流　人　孔

人孔番号
(4桁)

人孔種別 人孔深

頁　　　　計

人孔間延長 管きょ延長 管本数 取付管数 DVD番号 下流土被り
流下優先

(2桁)
上流土被り 管　種 内径高さ 上巾 下巾No.

区画番号
(6桁)



A B C A B C a b c a b c a b c a b c a b c a b c a b c a b c c c a b c a b c a b c
a

(注1)
b c (1) (2) (3) I II III

劣化
なし

調査
不可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

0.00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（注１） 『管の破損』、『管の継手ズレ』のランクａが１箇所でもある場合、ランクＡとする。
（注２） ランクＡが２項目以上ある場合

ランクＡが１項目もしくはランクＢが２項目以上ある場合
ランクＡがなく、ランクＢが１項目もしくはランクＣのみの場合

頁　　　計

緊急度　I
緊急度　II
緊急度　III

別紙様式‐３

取付け管
の突出し

油脂の
付　 着

樹木根
侵   入

モルタル
付　　着

管の腐食
(1)

上下方向の
たるみ　(2)

管の破損
管 　の
クラック

管　　の
継手ズレ

浸入水

不良発生
本数

不良発生率
(%)

スパンランク
(3)

診断項目
緊急度
（注2） 調査

方法

調　  査　  集  　計 　 表

No.

上　流　人　孔　番　号 下　流　人　孔　番　号 管きょ
流下
優先
(2桁)

管きょ延長
（m）

管径
（mm）

管種
管本数
（本）

不良発生箇所数

計

区画番号
(6桁)

人孔番号
(4桁)

区画番号
(6桁)

人孔番号
(4桁)

取付管口
不良

鉄筋の
部分露出



別紙様式‐４ 本管用調査記録表

m m m m m m

継手数 本
管本数 本
管不良本数 本
取付数 箇所

ＤＶＤＮｏ

占用位置
□ 1.国道、府道、主要市道の車道

□ 2.裏通り、歩道内、ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ内

□ 3.上記以外

A B C a b c a b c a b c a b c a b c a b c a b c

計

B・b

鉄筋の
部分露出

計

A B C a b c

侵入水
取付け管の

突出し
油脂の
付着

取付管口
管体部

異状内容 管の
腐食

上下方向の
たるみ

管の
破損

管の
クラック

管の
継手ズレ

C・c
継手部

異状箇所

樹木根
侵入

ﾓﾙﾀﾙ
付着

考察

距離

c c A・a

取付管口
不良

備考

内容

取
付
管
口

取付番号
写真番号

距離

内容

写真番号

管
体
部

管本数
距離

調査方法

内容

写真番号
管口

継
手
部

継手数 管口

内径（高さ） 人孔間延長上流人孔番号 人孔種別 人孔深 土被り 人孔蓋種別 管種

調査日： 管渠番号：

土被り 人孔蓋種別管体延長 下流人孔番号 人孔種別 人孔深


